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大
き
く
、
美
し
く
成
長

指
江
保
育
園
の
園
児
た
ち

は
、
花
壇
の
水
や
り
を
日

課
に
し
て
い
ま
す
。
花
の

成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

園
児
た
ち
も
大
き
く
、
美

し
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
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こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
再
選
と

い
う
栄
に
欲
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
９
月
に
表
明
い
た
し

ま
し
た
と
お
り
、「
夢
と
活
力
が

あ
り
、
福
祉
が
充
実
し
た
町
づ
く

り
」
に
全
力
を
投
入
す
る
こ
と
を

お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

夢
づ
く
り
で
は
、
引
続
き
３
県

架
橋
や
獅
子
島
架
橋
の
推
進
は
言

う
ま
で
も
無
く
、
町
民
が
癒
さ

れ
、
そ
し
て
自
慢
で
き
る
「
ぐ
る

っ
と
一
周
の
石
積
み
の
花
街
道
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

活
力
で
は
、
農
業
、
漁
業
を
中

心
と
し
た
第
１
次
産
業
の
振
興
に

加
え
、
来
春
迎
え
ま
す
九
州
新
幹

線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
通
を
見

据
え
た
観
光
と
の
融
合
を
模
索
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
事
業
に
お
い
て
も
、
雇
用

の
確
保
や
旧
町
間
の
格
差
是
正
の

観
点
か
ら
、
厳
し
い
国
の
財
政
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
に
お
き
ま
し
て
は
、
福
祉

事
務
所
を
核
と
し
な
が
ら
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
感
を
も
て
る

き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
潤
い
の
あ
る
教
育

や
女
性
の
声
を
反
映
で
き
る
町
政

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
昨
今
皆
さ
ま
も
十
分
ご
承
知

の
と
お
り
、
国
に
お
い
て
も
歪
な

財
政
構
造
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長

島
で
は
活
力
と
健
全
財
政
が
調
和

し
た
運
営
を
基
本
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

２
期
目
の
運
営
に
は
、
大
き
な

課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一

つ
に
は
、
学
校
の
規
模
・
配
置
の

適
正
化
の
あ
り
方
。
二
つ
目
に

は
、
庁
舎
、
消
防
施
設
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
問
題
。
三
つ
目
に
は
、

大
型
宿
泊
施
設
の
研
究
な
ど
、
皆

さ
ま
方
と
十
分
議
論
を
し
、
一
定

の
結
論
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ケ
リ
ン

グ
博
士
の
「
割
れ
窓
理
論
」
に
よ

り
ま
す
と
、
荒
廃
し
た
建
物
は
さ

ら
に
放
置
さ
れ
、
逆
に
整
頓
さ
れ

た
町
は
住
民
に
安
心
感
を
つ
く
り

だ
し
、
相
乗
効
果
を
生
む
、
と
の

考
え
で
あ
り
ま
す
。
長
島
一
周
花

街
道
づ
く
り
事
業
は
、
住
民
の
誇

り
と
自
慢
は
も
ち
ろ
ん
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
景
観
、
観
光
、
環
境
、

教
育
、
交
通
安
全
等
々
、
町
づ
く

り
の
中
核
と
な
る
事
業
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
、
景
観
推
進
課

を
設
置
し
、
そ
の
拠
点
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
22
年
度
の
国
の
予

算
に
お
き
ま
し
て
は
、
民
主
党
を

中
心
と
し
た
連
立
政
権
の
予
算
編

成
と
な
り
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
」「
新
し
い
公
共
」「
未
来

へ
の
責
任
」「
地
域
主
権
」「
経
済

成
長
と
財
政
規
律
の
両
立
」
と
い

う
５
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、
国

民
に
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
さ

せ
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
経

済
・
社
会
へ
の
構
造
転
換
を
進
め

る
と
し
て
、
特
に
子
育
て
、
雇

用
、
環
境
、
科
学
技
術
の
分
野
に

重
点
を
置
い
て
編
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
第
２
次
補

正
予
算
と
平
成
22
年
度
予
算
を
一

体
と
し
て
切
れ
目
な
く
執
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
景
気
が
再
び
落
ち

込
む
こ
と
を
回
避
し
、
着
実
に
回

復
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
安

定
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
予
算
と

し
て
、
一
般
会
計
総
額
を
過
去
最

大
の
92
兆
３
０
０
０
億
円
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の

景
気
対
策
に
対
応
し
て
平
成
21
年

度
に
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
を
予
算
計
上

し
、
平
成
22
年
度
へ
２
億
７
３
０

０
万
円
全
額
を
繰
り
越
し
て
町
内

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
長
島
町
に
お
け
る
財
政
環

境
を
、
平
成
20
年
度
決
算
で
見
ま

す
と
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
を
あ
わ
せ
て
47
億
３
３
０

０
万
円
で
、
義
務
的
経
費
は
42
億

４
９
０
０
万
円
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
前

年
度
比
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
の

94
・
３
％
、
実
質
公
債
比
率
は
２
・

２
ポ
イ
ン
ト
減
の
15
・
７
％
で
、

実
質
単
年
度
収
支
は
２
億
５
０
０

０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
特
別
交
付
税
の
予

想
以
上
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を

合
わ
せ
て
49
億
６
３
０
０
万
円
の

交
付
額
と
な
り
、
当
初
見
込
み
を

大
幅
に
上
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
起
債
の
繰
上
償
還
な

ど
自
主
的
・
自
発
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
８
億
３
７
０
０
万
円
の
基

金
積
立
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
平
成
20
年
度
、
平

成
21
年
度
は
健
全
な
財
政
運
営
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
指
数
が

好
転
し
た
要
因
を
見
た
場
合
、
地

方
交
付
税
の
大
き
な
伸
び
や
福
祉

事
務
所
に
係
る
歳
出
額
に
充
当
し

た
一
般
財
源
を
経
常
経
費
か
ら
除

外
で
き
た
こ
と
な
ど
制
度
改
正
に

係
る
部
分
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
た
め
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
町

民
の
町
づ
く
り
に
対
す
る
要
請
と

期
待
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
。長
島
町
総
合
振
興
計
画（
フ

ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
）
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
政
策
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
種
事
業
計
画
や
予
算

に
基
づ
き
、
職
員
の
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
寸
時
の
停
滞

も
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
先
に
定
め
た
「
改
善

へ
の
５
則
」
を
さ
ら
に
徹
底
す
る

た
め
に
、
全
職
員
に
町
民
と
の
約

束
と
し
て
、「
笑
顔
と
ス
ピ
ー
ド
」

「
具
体
化
へ
の
努
力
」「
知
恵
と

汗
」「
夢
に
向
け
た
挑
戦
」
を
実

践
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
長
島
町

役
場
は
、
町
民
の
役
に
立
つ
人
た

ち
が
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
町
民

本
位
の
窓
口
対
応
や
政
策
向
上
に

向
け
、
よ
り
強
力
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
合
併
５
周
年

の
節
目
の
年
で
、
町
長
２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
１
期
４
年
間
の
実
績
を

元
に
政
策
目
標
を
さ
ら
に
充
実
・

発
展
さ
せ
る
年
と
位
置
づ
け
て
、

先
の
３
月
定
例
会
で
成
立
し
た
平

成
22
年
度
の
骨
格
予
算
に
加
え
、

今
回
上
程
し
て
お
り
ま
す
本
予
算

（
肉
付
け
予
算
）
を
速
や
か
に
執

行
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
町
行
政
の
推
進
に
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

誤
り
な
き
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
融

和
を
図
り
な
が
ら
、
町
の
重
要
な

財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
最
大
の

行
政
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
会
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　6 月４日から 16 日まで、平成 22 年第２回町議会定
例会が開かれ、川添健町長が「平成 22 年度施政方針」
を述べました。その一部を抜粋し、お知らせします。

平成 22年第２回町議会定例会

合
併
５
周
年
の
節
目
の
年

活力と健全財政が調和した町
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地方交付税  50.2％
4,237,774 千円

町債  15.4％
1,302,800 千円

県支出金  8.3％
701,151 千円

地方譲与税  1.2％
100,961 千円

地方消費税交付金  1.1％
89,210 千円

その他  0.5％
40,194 千円

町税  9.0％
762,615 千円

分担金及び負担金  1.9％
160,338 千円

使用料及び手数料  0.5％
43,013 千円

歳入合計
8,433,889 千円

依存財源  87.5％
7,377,519 千円

自主財源  12.5％
1,056,370 千円

財産収入  0.5％
38,013 千円

その他  0.6％
52,391 千円

国庫支出金  10.7％
905,429 千円

　

平
成
22
年
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会

が
６
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
開
か
れ
、
16

日
の
最
終
本
会
議
で
平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
や
、
事
業
推
進
課
を
景
観
推

進
課
に
改
め
る
長
島
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
23
議
案
を
原
案

可
決
。
人
権
擁
護
委
員
に
矢
堂
の
下
平
隆

康
氏
（
62
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

骨
格
編
成
だ
っ
た
当
初
予
算
の
肉
付
け

と
な
る
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

19
億
１
６
９
０
万
４
千
円
追
加
、
総
額
84

億
３
３
８
８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
口
蹄
疫
対
策
で
子
牛
生

産
農
家
へ
の
補
助
金
や
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
半
額
補
助
、
蔵
之
元
漁
港

の
整
備
な
ど
で
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で

す
。
構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

12
・
５
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
が
87
・
５
％
と
な
り
、
自
主
財

源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成
比

は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生
費
25
・

２
％
、
公
債
費
17
・
９
％
、
土
木
費
15
％
、

総
務
費
12
・
９
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

　
国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

　
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

　
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　
前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

　
町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　
各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

　
れ
る
補
助
金

■
町
債

　
町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

　
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

　
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　
保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

　
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　
農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

　
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　
消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

　
ど
の
経
費

■
教
育
費

　
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

　
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

　
償
還
金

民生費  25.2％
2,126,468 千円

土木費  15.0％
1,268,392 千円

公債費  17.9％
1,506,793 千円総務費  12.9％

1,084,718 千円

農林水産業費  9.1％
767,627 千円

教育費  7.7％
651,577 千円

衛生費  6.0％
506,802 千円

商工費  1.0％
82,793 千円

消防費  3.7％
311,273 千円

議会費  1.3％
107,446 千円

予備費  0.2％
20,000 千円

歳出合計
8,433,889 千円

行
政
用
語
の
解
説

子宮頸がんワクチン接種補助などに　      19億1690万4千円を追加
平成22年第２回町議会定例会 一般会計予算の総額は 84 億 3388 万 9 千円
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総務課
防災無線操作卓の更新 37,800
町制施行５周年記念式典経費等 1,985
サンセット長島の建物補修と設備修繕 8,539
役場内のテレビを地デジ対応へ取替 500
花嫁対策交流イベント開催 1,800
消防団用雨着、操法大会用組立て水槽 3,460
湯ノ口、福ノ浦消防格納庫の新築工事等 31,506
常備用消防指令車購入 1,994
防災マップ作成 1,720
企画財政課
町勢要覧の改訂版印刷 900
合併５周年記念ビデオの制作 714
庁舎内のコピー機リース、修繕料 1,148
まちづくり基金積立 200,000
自治公民館チャレンジ提案事業 10,000
空き家改修のための補助 3,000

女性の声を聴く会開催と男女共同参画基本
計画の策定 1,173

川床コミュニティセンターの管理費等 1,250
町ホームページのリニューアル 2,000
獅子島地区のフェリー運賃補助 1,000

獅子島フェア、獅子島ウォークの開催と獅
子島島内園地整備等 10,100

町民福祉課
生活保護等版レセプト管理システムの導入 600
雇用創出による独居老人等生活環境整備 3,824
保健衛生課
後期高齢者医療葬祭費補助 2,000

健康づくりおよび疾病発症予防のための総
合計画策定 1,921

特定健康診査、特定保健指導の未受診者対
策費 3,574

雇用創出による不法投棄物回収、監視等
（本島地区） 16,402

雇用創出による不法投棄物回収、監視等
（獅子島地区） 21,552

高額医療合算介護サービス費 2,882
子宮頸がん、Ｈｉｂ、肺炎球菌等予防接種 7,561
水俣病総合対策健康管理事業 1,452
水産商工課
マダイ、ヒラメ、アワビ等の放流 10,100
水産物の販売促進補助 500
海峡おさかなグループの販売促進補助 500
漁業後継者（水産マイスター塾）の育成 2,339
おさかな祭りの開催 2,000
小浜地区の藻場造成等 30,100
獅子島地区の漁業再生支援 17,231
藻場、干潟等の環境生態系保全活動支援 1,250
蔵之元漁港の整備 62,887
黒崎漁港の整備 13,055
漁港に防舷材（４基）を設置 3,197
商工会補助金 3,076
観光パンフレット作成 830
夏祭り、町の年間ＰＲ費 5,600
町内のキャンプ場管理費 2,008
温泉センター（２施設）の管理費 2,656
三船地区の生活排水等の整備 72,139
雇用創出による観光案内事業委託 7,878
水道課
浄化槽施設の整備補助 2,800
西部地区簡易水道事業認可申請書作成等 7,256
止水栓、メーターボックス等の購入 5,300
鷹巣、平尾地区簡易水道施設整備等 96,376
白浜、国出、幣串の配水管敷設 10,829
鷹巣の集落排水施設の管理 1,818
汐見の集落排水施設の管理 6,058
幣串の集落排水施設の管理 1,760
農林課
道の駅長島の外壁塗装工事 1,050
長島フェスタの開催 3,000
認定農業者の規模拡大補助 1,050
イノシシ電気柵設置補助 905
水田裏作等試験栽培（人参・玉葱） 800

畑作農産加工センター改修 5,712
シロップ工場第２工場冷凍機交換 1,785
シロップ工場プレハブ冷凍保管庫修繕 1,029
口蹄疫の防疫対策と子牛生産農家への補助 4,958
優良繁殖雌牛導入等事業 1,200
長島牛銘柄確立対策事業 2,000
間伐促進緊急対策事業の補助 2,500
森林整備地域活動支援交付金 7,200
除間伐の委託（行人平・獅子島池尻） 1,700
町有林の除間伐の委託 1,185
公有林の整備 717
各集落の入会林野の所有権登記等 1,379
獅子島一周林道の改良、法面保護 9,059
林道五郎地平線の開設 47,541
雇用創出による水稲の害虫駆除 2,153
事業推進課
黒之瀬戸だんだん市場の看板改修等 1,179
夢追い長島花フェスタの開催 25,000
雇用創出による道路除草、植栽等 3,625
雇用再生による道路除草、植栽等 6,736
耕地課
農道等未登記対策に伴う測量業務等賃金 2,000
県営老朽溜池整備事業蔵之元地区調査等 12,600
農道、用排水路等の維持管理 6,500
土地改良施設維持管理適正化事業川床地区 5,000
平野地区の排水路整備 9,000
真砂地区の土砂崩壊防止事業 13,402
鍋山地区の土砂崩壊防止事業 13,291
犬鹿倉地区の農道改良舗装 18,115
雇用創出によるホタル鑑賞地区の整備 11,604
建設課
町道等未登記解消委託 5,000
国道 389 号、町道の維持管理 7,684
白浜港線の舗装 9,000
山門野汐見線の整備［交付金］ 120,039
萩之牟礼茅屋線の整備［交付金］ 71,205
鷹巣杉之段線の整備［交付金］ 65,105

平尾浜漉線の整備［交付金］ 106,403
行人岳線の整備［交付金］ 50,000

町道の整備［過疎債］（川床市来崎線・蔵
之元野繰線・指江米山線・19 号線・役場
前線・山中矢堂線・柳原線・川床加世堂線・
平駄線等）

169,205

町道の整備［辺地債］（御所浦線・平尾浜
漉線・藤之元口之福浦線等） 111,606

町道の整備［合併特例債］（茅屋口之福浦線・
小田海岸線・南母良木線・指江川内線等） 62,500

赤崎地区の急傾斜地崩壊対策 15,500
港湾施設の補修や測量委託 8,500
柏栗港の浮桟橋や防波堤の整備 133,506
立石港の野積場舗装 3,300
港湾の野積場舗装、照明設備工事 16,400
港湾の調査と施設延命計画の策定 3,000
定住促進住宅の外溝補修等 3,066
川床地区公営住宅新築と老朽化住宅の解体 44,021
雇用創出による町道の除草作業等 12,403
教育総務課
川床中学校教職員住宅の修繕改修 1,118
小学校施設の修繕（11 校分） 3,639
平尾小、鷹巣小の耐震補強委託料 15,427
蔵之元小の外壁落下防止改修等 2,524
中学校施設の修繕（５校分） 1,413
鷹巣中校庭トイレの解体 540
幣串幼稚園の天窓落下防止改修 500
社会教育課
一家一花運動推進経費 500
開発総合センターのエレベータ耐震強化 735
鷹巣、指江図書館の図書購入費 1,000
文化ホール会議用机の更新 598
トライジョギング大会の運営 2,200
すいせんウォークの運営 400
Ｂ＆Ｇ艇庫水洗トイレ、シャワー室の整備 12,349

追加された予算の主な事業を紹介します（単位：千円）
平成 22年第２回町議会定例会

↓
蔵
之
元
漁
港
を
整
備

↓
町
道
鷹
巣
杉
ノ
段
線

を
舗
装

↓
平
尾
小
、
鷹
巣
小
の

耐
震
補
強
調
査
、
設
計

↓
小
浜
地
区
の
藻
場
を

造
成

↓
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
な

ど
の
稚
魚
を
放
流

↓
福
ノ
浦
と
湯
ノ
口
の

消
防
格
納
庫
を
新
築
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浄化槽の法定検査を受けましょう

よりよい水環境を守るために

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり
保守点検、清掃、法定検査の３つの義務があります。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使

用
、
保
守
点
検
、
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
き
れ
い
な
水
が
放
流

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
検
査
は
、
知
事
が
指
定
し

た
検
査
機
関
で
あ
る
（
公
財
）
鹿

児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検

査
員
が
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
た
検
査
日
に
伺
い
、
現
場
で
の

検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
持
ち

帰
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
ま
す

（
契
約
し
て
い
る
保
守
点
検
業
者

が
行
う
保
守
点
検
と
は
別
も
の
で

す
）。

内　容 人間でいえば・・ 自動車でいえば・・

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

◎問い合わせ先
　（公財）鹿児島県環境検査センター
　　☎０９９（２２３）３１８５
　県北薩地域振興局衛生・環境課
　　☎０９９６（23）３１６５
　鹿児島県生活排水対策室
　　☎０９９（２８６）３６８５
　役場水道課
　　☎（86）１１１１　内線２１３２

 

 

自
治
公
民
館

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
事
業

　

自
治
公
民
館
の
個
性
と
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

長
島
町
自
治
公
民
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
提

案
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
ま

し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
事
業
と
は
、
新

規
事
業
に
限
り
、
①
特
色
あ
る
村
づ

く
り
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
等
）、
②
環

境
整
備
、
景
観
形
成
事
業
（
花
壇
・

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　

長
島
町
内
の
空
き
家
の
有
効
的
な

活
用
を
通
し
て
定
住
の
促
進
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
長
島

町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
要
綱
を
定

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
に
あ
る
空
き
家
の

登
録
と
、
長
島
町
に
定
住
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
空
き
家
の
利
用
希
望

者
を
登
録
し
、
利
用
希
望
者
に
空
き

家
を
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

○
募
集
開
始
日

　

７
月
１
日
（
木
）
～

○
申
請
窓
口

　

役
場
企
画
財
政
課

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

地
域
活
性
化
の
た
め
の
制
度
新
設

広
場
造
成
）、
③
組
織
づ
く
り
事
業

（
講
習
・
講
演
会
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制

度
で
す
。
自
治
公
民
館
単
位
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）
～

　

８
月
31
日
（
火
）

○
申
請
窓
口

　

役
場
企
画
財
政
課

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◎問い合わせ先
　役場企画財政課企画調整係
　☎（86）１１１１
　内線１２５４

空
き
家
を

活
用

活
力
を
提
案

定住促進空き家活用事業
　

空
き
家
を
有
効
活
用
し
、

定
住
促
進
に
よ
る
人
口
増
加

を
図
る
た
め
、
長
島
町
定
住

促
進
空
き
家
活
用
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
し
、
空
き
家
の
賃
貸

借
等
の
た
め
対
象
物
件
を
改

修
す
る
場
合
の
経
費
に
対
し

て
、
予
算
の
範
囲
内
で
半
額
補
助
す

る
も
の
で
す
。

○
募
集
開
始
日

　

７
月
１
日
（
木
）
～

○
申
請
窓
口

　

役
場
企
画
財
政
課

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
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お
盆
の
こ
と
を
正
式
に
は
盂う

ら
ぼ
ん

蘭
盆
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
人
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
初
め
て
迎
え
る
お
盆
の
こ
と
を

「
初
盆
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
故
人
が

仏
に
な
っ
て
初
め
て
里
帰
り
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
初
盆
を
迎
え
る
家
で
は
身

内
や
親
し
い
人
を
招
い
た
り
、
故
人
の

近
親
者
は
盆
ち
ょ
う
ち
ん
を
贈
っ
た
り

し
て
供
養
し
ま
す
。

　

初
盆
は
地
域
に
よ
っ
て
慣
習
が
異
な

り
ま
す
が
、
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

で
は
、「
お
参
り
は
１
０
０
０
円
程
度

で
、
お
返
し
は
廃
止
」「
そ
う
め
ん
な

ど
の
食
事
接
待
は
控
え
、
お
茶
だ
け
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

初
盆
は
、
供
養
の
気
持
ち
こ
そ
が
大

切
で
す
。
初
盆
を
迎
え
る
人
た
ち
を
集

め
、
趣
旨
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
る

集
落
も
あ
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
新
生
活
運
動
は
親
戚
等
の
付

き
合
い
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
１

　

阿
久
根
警
察
署
は
６
月
10
日
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
と
も
し
び
隊

の
隊
員
を
「
振
り
込
め
詐
欺
抑
止
訪

問
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱
し
ま
し

た
。

　

任
命
さ
れ
た
の
は
92
人
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
高
齢
者
を
訪
問
す
る
の
に

あ
わ
せ
て
、
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
昨
年
、
未
遂
を
含
む

１
０
４
件
、
被
害
総
額
約
１
億
５
９

８
０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
、
本
町

で
も
１
件
の
架
空
請
求
詐
欺
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
的

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
同
署
は

「
日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
声
を

か
け
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
」

と
口
コ
ミ
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
１
８

“初盆” は供養の気持ちが大切

口
コ
ミ
で

被
害
を
未
然
に
防
ご
う

振
り
込
め
詐
欺
抑
止
訪
問
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱

↓
阿
久
根
警
察
署
長
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
代
表
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
る

　

平
成
23
年
７
月
24
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
（
地
デ
ジ
）
完
全
移
行
ま
で
あ
と
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
に
総
務
省
が
発

表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県

内
の
地
デ
ジ
対
応
受
信
機
の
世
帯
普
及
率

は
84
・
６
％
で
す
が
、
本
町
で
は
ま
だ
ま

だ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
視
聴
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
「
ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
気

持
ち
で
い
る
皆
さ
ん
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
準

備
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ナ
ロ
グ
と
地
デ
ジ
で
は
画
像
の
サ
イ

ズ
が
異
な
り
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
が
横
と
縦

の
比
率
が
４
対
３
な
の
に
対
し
て
、
地
デ

ジ
は
16
対
９
と
な
り
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
放

送
は
７
月
４
日
ま
で
左
右
の
画
像
を
切
る

方
法
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月

５
日
か
ら
は
左
右
を
切
ら
ず
、
上
下
に
黒

い
帯
を
つ
け
る
方
法
で
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
黒
帯
に
は「
ご
覧
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、

７
月
で
終
了
し
ま
す
」
な
ど
の
告
知
が
表

示
さ
れ
、
地
デ
ジ
へ
の
移
行
が
着
々
と
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
、
早

め
に
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
１
５
６
１

完全地デジ化まであと１年
平成 23 年７月 24 日に地上テレビ放送は

完全にデジタル放送に移行し、
アナログ放送は終了します

　総務省　地デジコールセンター

０５７０（０７）０１０１
ＩＰ電話等、上記番号でつながらない場合は、０３（４３３４）１１１１へ

平日：午前９時～午後９時
土・日曜、祝日：午前９時～午後６時
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６
月

１
日　
　
　

県
地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

県
森
林
整
備
公
社
通
常
総
会

（
鹿
児
島
市
）

２
日　
　
　

北
さ
つ
ま
観
光
連
絡
協
議
会
総
会

（
阿
久
根
市
）

３
日　
　
　

九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進

　
　
　
　
　

期
成
会
（
出
水
市
）

４
～
16
日　

長
島
町
議
会
定
例
会（

長
島
町
役
場
）

14
日　
　
　

農
政
連
い
ず
み
総
支
部
総
会

（
出
水
市
）

15
日　
　
　

県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　

北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
総
会

（
阿
久
根
市
）

21
日　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
総
会（

鹿
児
島
市
）

22
日　
　
　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

23
日　
　
　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　
　
　

東
町
漁
業
協
同
組
合
総
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

28
日　
　
　

町
健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

町
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

29
日　
　
　

地
域
振
興
公
社
理
事
会（

鹿
児
島
市
）

30
日　
　
　

副
町
長
辞
任
式

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

さ
て
さ
て
き
し
ゃ
は
は
し
り
ま
す
…

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ビ
ー  

作

燕
の
子
鳴
く
や
ず
し
り
と
児
の
重
み　
　
　

淵
脇　
　

護

青
嵐
ブ
ー
ツ
を
履は

き
し
龍
馬
像　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

父
の
日
の
尽
き
ぬ
想
い
出
流は

や
り
う
た

行
歌　
　
　
　

関　

佳
代
美

子
つ
ば
め
に
構
へ
る
三み

け毛
を
叱
り
け
り　
　

二
階
堂
妙
子

三
度
目
に
燕
孵か

え

り
て
ひ
と
家
族　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

梅
雨
の
星
夫つ

ま

す
む
黄よ

み泉
の
灯ひ

と
お
も
ふ　
　

山
嵜
加
代
子

父
の
日
の
ほ
う
び
は
孫
の
参
観
日　
　
　
　

中
橋　

藤
七

打
て
ば
応
え
て
完
熟
西
瓜
か
な　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

　シャッシュー、ケ・キ、コ・
チャ、マダーン…。いろんな音
が聞こえてきました。さてさて、
どんな人がのっているの？

経
済
の
こ
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

社
会
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
へ

池
上  

彰  

著

　知っておくべき基礎知識を
簡単にまとめた経済の本で
す。世の中の仕組みがはっき
り見えてくるはずです。

大に
ん
に
く蒜

の
球
根
引
き
抜
き
干
し
あ
げ
て
夏
の
体
調
思
ひ
て
備

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

一
年
の
忌
を
終
へ
て
寂
し
き
今
朝
の
空
灰
色
重
く
墓
参
に

急
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

歯
科
院
の
窓
辺
に
も
み
じ
緑
な
し
ひ
そ
と
揺
ら
ぎ
て
降
る

五
月
雨
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

茜
し
て
暮
れ
ゆ
く
空
の
遥
か
な
り
金
星
ひ
と
つ
瞬
き
初
め

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

ぎ
ら
ぎ
ら
と
夕
日
に
輝
く
海
の
面
に
帰
り
来
る
ら
し
釣
り

船
映
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

今
替
へ
し
敷
料
を
背
に
四
肢
伸
べ
て
仔
牛
ら
寝
ぬ
る
薄
目

に
な
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

流
れ
つ
つ
雲
の
形
は
変
り
ゆ
く
草
抜
く
手
を
止
め
飽
か
ず

眺
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

田
畦
焼
く
四
筋
の
煙
た
な
び
け
る
匂
ひ
こ
も
り
て
遠
き
日

想
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

久
方
の
雨
に
紫
陽
花
色
冴
へ
て
朝
日
に
き
ら
り
露
こ
ぼ
し

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

生
れ
出
づ
る
子
牛
も
と
も
に
葬
る
と
ぞ
梅
雨
空
仰
ぎ
人
ら

は
泣
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

媼お
う
な

ら
と
共
に
折
り
た
る
紙
兜
被か

ぶ

れ
ば
沸
き
で
る
「
戦
友
」

の
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

洞
窟
の
観
音
堂
よ
り
見
る
港
揺
る
る
と
も
な
く
釣
り
船
浮

か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

夕
ぐ
れ
て
霞
む
天
草
稜
線
に
茜
ひ
と
筋
沿
ひ
て
光
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

要
領
の
悪
き
生
き
方
す
る
我
に
身
の
丈
ほ
ど
の
晩
年
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

母
の
日
と
い
う
日
が
あ
り
て
遠
く
住
む
娘
よ
り
電
話
の
か

か
り
て
来
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

車
椅
子
に
乗
り
て
方
向
を
指
に
差
す
男
が
乗
り
て
女
が
押

せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

寿
命
と
う
電
池
背
負
い
て
生
き
て
い
る
い
つ
か
わ
切
る
る

そ
の
日
来
る
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

生
垣
に
登
り
つ
め
た
る
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
白
妙
の
花
終
日
匂

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

病
よ
り
た
ち
あ
が
り
来
て
我
が
歩
む
山
の
木
の
間
に
梅
雨

の
海
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

大
雨
を
ラ
ジ
オ
の
告
げ
て
車
よ
り
降
り
来
て
家
の
テ
レ
ビ

に
も
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

俳
句

め
だ
か
追
う
老
若
男
女
童わ

ら
べ

か
な　
　
　
　
　

笹
元　

政
美

昼
闇
く
紫
陽
華
に
降
る
灰
の
街　
　
　
　
　

宗
方　

正
喜

短
歌

何
事
も
我
な
さ
ず
と
も
な
ら
ぬ
な
り
人
を
た
よ
ら
ず
我
な

す
事
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

同
窓
の
会
誌
は
来
た
り
な
つ
か
し
も
逝
く
友
共
に
吾
れ
未

だ
残
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

来
年
の
桜
見
よ
う
と
語
り
し
日
母
亡
く
な
る
を
思
い
も
せ

ず
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

○研修条件
　農業経営に対する固い意志と意欲のある農業後継者や新規就農希望
　者等で、研修終了後も引き続き長島町内に居住して就農できる人

○年齢＝ 50 歳未満

○研修期間および研修方法、場所等
　１年以上で最長２年以内
　　（平成 22 年９月１日～平成 24 年８月 31 日）※ 予定
　ＪＡアグリセンター内外および生産農家ハウス
　　（９月から実施）

○研修作物
　施設ミニトマト、イチゴ、メロン、キヌサヤ、インゲン、ゴーヤー、
　オクラ等のハウス品目、露地野菜栽培、野菜等の育苗研修

○募集期限＝８月 10 日（火）

○申込書設置場所
　鹿児島いずみ農協園芸農産指導課（本所）
　鹿児島いずみ農協の各事業所農畜産課
　役場農林課

○研修助成金
　１人あたり最高額で月額 15 万円助成（但し、研修終了後５年間は
　就農する等の条件があります。研修は「雇用」ではありません）

○研修生の決定方法
　研修の動機、将来の計画等を記載した書類を提出、面接のうえ決定

◎問い合わせ先
　　鹿児島いずみ農協園芸農産指導課　☎（64）2630　内線 242
　　役場農林課　☎（86）1111　内線 2141

新
規
就
農
者
支
援
対
策
事
業
の

研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
で
は
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
一
定
期
間
農
業
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
、
将
来
農
業
で
自
立
を
目
指
す
人
を
育
成
し
ま
す
。

募 集 内 容

AGRICULTURE
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エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
開
催

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
リ
サ
イ

ク
ル
や
施
設
の
し
く
み
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
、
実
際
の
運
転
状
況
が

見
学
で
き
る
見
学
者
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
29
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
（
約

20
台
）、
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
な

ど
の
抽
選
会
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類

な
ど
を
、
希
望
者
に
数
量
限
定
で

無
料
頒
布
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
抽
選
受
付
お
よ
び
展
示
期
間

　

８
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

　

お
よ
び
抽
選
会
当
日

　
（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
開
会

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科
の
時
間
外
診
療

　

今
日
の
小
児
科
医
不
足
の
現
状

に
よ
り
、
７
月
１
日
か
ら
出
水
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
の
対
応

が
変
り
ま
し
た
。

①
時
間
外
お
よ
び
休
日
は
、
小
児

　

科
医
に
よ
る
診
療
は
行
わ
な
い
。

　

緊
急
の
場
合
は
、
小
児
科
医
以

　

外
の
当
直
医
が
対
応
可
能
な
範

　

囲
で
応
急
処
置
を
行
う
。
入
院

　

を
伴
う
よ
う
な
重
傷
者
は
、
済

　

生
会
川
内
病
院
ま
た
は
水
俣
市

　

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼

　

す
る
。

②
１
歳
未
満
の
診
療
は
、
小
児
科

　

医
以
外
で
は
対
応
が
難
し
い
た

　

め
、
時
間
外
お
よ
び
休
日
は
対

　

応
で
き
な
い
。

　

な
お
、
時
間
外
（
午
後
７
時
～

11
時
）
の
小
児
緊
急
等
の
問
い
合

わ
せ
は
、
県
の
小
児
救
急
電
話
相

談
「
☎
＃
８
０
０
０
」
に
電
話
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
67
）
１
６
１
１

動
物
愛
護
講
習
会

　

保
健
所
で
は
、
動
物
愛
護
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
人
は
、
宮
之
城
畜

犬
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど(

県
下
３

カ
所)

で
実
施
す
る
「
犬
の
譲
渡

会
」
で
、
犬
の
譲
渡
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
方
や
し
つ
け
方
な
ど

に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、
そ
の
ほ
か
興
味
の
あ
る
人

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

〇
開
催
日
時
お
よ
び
場
所

　

第
１
回
＝
７
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

川
薩
保
健
所

　

第
２
回
＝
８
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

大
口
保
健
所

　

第
３
回
＝
８
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

出
水
保
健
所

　

第
４
回
＝
８
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

さ
つ
ま
町
ひ
ま
わ
り
館

○
時
間

　

受
付
＝
午
後
１
時
～

　

講
習
会
＝
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時

〇
講
習
内
容

　

①
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
に

　
　

つ
い
て

　

②
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て

　

③
質
疑
・
応
答

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

歯
科
保
健
合
同
研
修
会

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
第

20
回
出
水
地
区
歯
科
保
健
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

７
月
29
日
（
木
）
午
後
３
時
～

○
場
所
＝
鶴
丸
会
館
（
出
水
市
）

○
講
師

　

医
療
法
人
猪
鹿
倉
会
パ
ー
ル
ラ

　

ン
ド
病
院
歯
科　

新
屋
俊
明
氏

○
演
題

　

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
は
な
ぜ
大

　

切
か

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会

　

☎
（
84
）
４
４
１
１

自
動
車
税
納
税

お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
開
設

　

県
で
は
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で

の
間
、「
自
動
車
税
納
税
お
知
ら

せ
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
今
年

度
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
納
め

忘
れ
て
い
る
人
や
口
座
振
替
で
引

き
落
と
し
で
き
な
か
っ
た
人
な
ど
、

納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
て
も
自

動
車
税
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い

人
を
対
象
に
、
納
税
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、｢

自
動
車
税
納
税
お
知

ら
せ
セ
ン
タ
ー｣

は
、
自
動
車
税

の
納
付
に
つ
い
て
案
内
を
行
う
も

の
で
す
。
納
付
す
べ
き
自
動
車
税

を
特
定
の
口
座
へ
振
り
込
む
よ
う

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

災
害
を
受
け
た
人
に
対
す
る

県
税
の
減
免
な
ど
が
あ
り
ま
す

　

風
水
害
・
震
災
・
火
災
等
の
災

害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産
に

損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得

税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民

税
）
の
減
免
を
受
け
た
り
、
納
期

限
を
延
ば
す
な
ど
の
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
こ
と

と
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課　
　

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
22
年
度
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
と
平
成
23
年
度
推
薦
選

考
を
実
施
し
ま
す
。

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に

　

土
木
、
建
築
大
工
の
体
験
入
学

　

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

・
日
時

　
　

７
月
28
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

　

・
申
込
期
限
＝
７
月
22
日
（
木
）

　

・
募
集
人
員
＝
先
着
30
人

　

・
参
加
費
＝
無
料

○
推
薦
選
考

　

土
木
・
建
築
大
工
の
技
術
技
能

　

の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校
生

　

を
募
集
し
ま
す
。

　

・
受
付
期
間

　
　

９
月
１
日
（
水
）
～

　
　

９
月
17
日
（
金
）

　

・
選
考
日
＝
10
月
１
日
（
金
）

　

・
選
考
方
法

　
　

筆
記
試
験
、
面
接

　

・
合
格
発
表
＝
10
月
７
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
生
じ

た
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、
あ

っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
解
雇
、

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、
賃
金
の
引

き
下
げ
な
ど
、
労
使
双
方
か
ら
話

を
伺
い
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決

が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

○
申
請
方
法

　

あ
っ
せ
ん
希
望
者
は
、
労
働
委

　

員
会
に
申
請
書
を
提
出

○
費
用
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
９
４
３

県
立
博
物
館
企
画
展

「
と
べ  

と
べ  

と
ん
ぼ
」
開
催

　

鹿
児
島
は
絶
滅
危
惧
種
ベ
ッ
コ

ウ
ト
ン
ボ
の
国
内
最
大
級
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
や
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、

赤
ト
ン
ボ
の
な
か
ま
な
ど
身
近
な

ト
ン
ボ
の
ほ
か
、
生
き
た
化
石
と

言
わ
れ
る
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
な
ど
、

数
多
く
の
珍
し
い
ト
ン
ボ
が
生
息

す
る
ト
ン
ボ
王
国
で
す
。
鹿
児
島

に
生
息
す
る
ト
ン
ボ
の
標
本
を
一

同
に
展
示
し
、
そ
の
生
態
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
ヤ
ゴ
の
育
つ
河

川
や
池
沼
の
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
ま
す
。

○
期
間

　

７
月
10
日(

土)

～

　

８
月
31
日(

火)

○
会
場

　

県
立
博
物
館
１
階
企
画
展
示
室

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
博
物
館

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
６
０
５
０
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やりが毎朝の日課水 指江保育園が花壇管理

きく育てと願い込めて
幣串小がカサゴの稚魚を放流

ノ浦が通算４回目の優勝福 自治公民館対抗ゲートボール大会

　指江保育園は国道 389 号沿いの石積花壇を管
理していますが、園児たちはこの花壇の水やりが
毎朝の日課になっています。
　随所にエコロジー活動を取り入れている同園で
は、「自然を学ぶ良い機会」と５月下旬から水や
りをはじめました。６月 11 日には園児約 25 人
が午前９時前に花壇を訪れ、マリーゴールドやサ
ルビアなどにペットボトルで水を与えました。
　水やりを終えた川上稜翼君（６）は「赤い花が
好き。いっぱい咲いてほしい」と話していました。

　幣串小学校の全児童 16 人は 6 月 16 日、
東町漁協や同漁協獅子島地区青壮年部、町
の協力により、ひょうたん島でカサゴの稚
魚約 1000 尾を放流しました。
　放流に先立ち町職員から「魚などの生き
ものが育つには、緑を守り育てることが大
事」と海と森のかかわりなどを学びました。
　放流では、子どもたちが「かわいい魚、
大きく育て」と願いを込めて放つと、体長
５センチほどの稚魚たちは元気よく海に泳
ぎだしました。放流後には、カサゴがきれ
いな海で大きく育つように、海岸を清掃し
ました。
　６年の池田翔君は「魚のことを教えても
らい、よい勉強になった。カサゴが大きく
育ったら、たくさん釣りたい」と話しました。

　第５回自治公民館対抗ゲートボール大会が６月
１日から６日にかけて開催されました。今大会か
ら初心者も気軽に参加できるようにランクを分
け、30 集落から 53 チームが出場しました。
　Ａランク 12 チーム、Ｂランク 41 チームで競
技が行われ、Ａランクは福ノ浦が２年連続通算４
回目の優勝、Ｂランクは唐隈が初優勝を飾りまし
た。大会の結果は次のとおりです。
Ａランク　［優勝］福ノ浦Ａ［２位］薄井［３位］
脇崎・母良木Ａ　Ｂランク［優勝］唐隈［２位］
山中Ｂ［３位］川床上Ｂ・葛輪Ｃ

↑稚魚をやさしく海へ放つ児童たち

↓花に水を与える園児たち

↑一進一退の攻防が繰り広げられた大会

大

援に押され元気に運動声 桃源郷で 20 回目の運動会

↑隣の人へボール
を渡すスピードを
競ったボール渡し
競走

←ボールでペット
ボトルを倒すボト
ル倒し競走

　特別養護老人ホーム桃源郷で６月 27
日、恒例となった運動会がありました。
　健康増進のために開かれたこの運動会
には、入所者や家族会、施設職員、ボラ
ンティアらが参加。参加者は競技を通し
てふれあい、交流しました。
　20 回目の記念大会となった今年の運
動会は、万国旗などで飾られた食堂ホー
ルに参加者が集い、スプーンレースや風
船割り、輪投げ競走など８種目に挑戦し
ました。
　入所者たちは、笑顔を見せながら競技
を楽しみ、家族や職員たちの「ガンバレ
ー」の声援がにぎやかに運動会を盛り上
げました。そのみなぎるパワーとチーム
ワークの良さがみんなをリードし、入所
者たちも日ごろの運動不足の解消とばか
りに体を動かしていました。

念日に交通安全呼びかけ
６月 10 日は商工会の日

揮者や楽器演奏に挑戦指 長島だんだんふれあいコンサート

記
　商工会の日の６月 10 日、長島町商工会は黒之
瀬戸大橋付近で交通安全キャンペーンを実施しま
した。
　同日は、阿久根警察署や町交通安全協会の協力
を得ながら、商工会会員たちは通りかかる車やバ
イクのドライバーに、商工会の日をＰＲするとと
もに、シートベルトの着用や安全運転を呼びかけ
ました。

　6 月 29 日、長島町文化ホールで鹿児島交響楽
団による「長島だんだんふれあいコンサート」が
開催されました。
 　当日は、町内の児童生徒や町民約 800 人が鑑
賞。指揮者体験や楽器体験コーナーなどもあり、
会場は笑いと歓声に包まれ、貴重で有意義なコン
サートとなりました。

↓チラシなどを配り、ドライバーに声をかける会員たち

↑児童が指揮者に挑戦
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（　）内は前月比

11,689(+10)
  5,619(   +2)
  6,070(   +8)
  4,404(   +2)

平成 22年 6月 30 日現在

挿
し
芽
で
花
を
育
て
よ
う

　

あ
ざ
や
か
に
咲
い
て
い
た
あ
じ
さ
い
も
、
雨
に
う

た
れ
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
期
で
す
。
来
年
も
た

く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
花
の
つ
い
て

い
た
枝
を
刈
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
刈
り
込
ん

だ
枝
を
挿
し
芽
し
て
、
新
し
い
株
を
育
て
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

そ
の
他
の
花
も
挿
し
芽
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
が
宿
根
草
の
松
葉
ボ
タ
ン
、
ポ

ー
チ
ュ
ラ
カ
で
す
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、サ
ル
ビ
ア
、

コ
リ
ウ
ス
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
バ
ー
ベ
ナ
な
ど
も

挿
し
芽
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
り
の
花
の
挿
し

芽
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
「
ぐ
る
っ
と
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
独
創
的
な
花
壇
が

次
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

私
有
地
や
公
有
の
空
き
地
を
利
用
し
、
心
和
む

施
設
を
造
成
し
て
木
や
花
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
石
積
み
と
も
み
じ
、
草
花
を
組
み
合
わ

せ
た
庭
園
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
花
壇
も
お
目
見
え

し
て
い
ま
す
。

　

花
だ
け
で
な
く
、
個
性
あ
ふ
れ
る
花
壇
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

↑山寺に造成された花壇

▽
最
近
の
話
題
と
言
え
ば
、
な
ん
と

言
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
し
ょ
う
。
日
本
代
表
は
大

会
前
の
強
化
試
合
で
連
敗
し
、
国
民

の
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
初
戦
に
勝

利
し
て
か
ら
は
、
日
本
全
土
が
熱
狂

し
ま
し
た
。
▽
長
島
に
も
個
性
あ
ふ

れ
る
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
素
材
を
結
集
し
て
大
き
く
躍

進
し
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
町
に

し
た
い
で
す
ね
。　
　
　
　
（
濱
口
）

独
創
的
な
花
壇
が
続
々
登
場

↑脇目の上を切ります

←脇目

↑切り落とした芽を土に植えます

松
葉
ボ
タ
ン
の
挿
し
芽

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ブリのつかみ取り大会、あづまＣＵＰ 2010 ビーチバレー大会は口蹄疫の感染予防のため、中止となりました。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 22 時）

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１   ９/１   ９/２   ９/３   ９/４

２ ３ ４ ５

２０１０8
○飯尾医院 88-5040
○福永内科循環器科 62-8200
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○児島歯科医院 86-1266
◇しみずこども医院 68-0633

□かりん薬局 64-1400
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●鷹巣診療所 86-0054

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800

○二宮医院 62-0167
○いまむらクリニック 73-1700
○福原歯科医院 63-2501
◇二宮医院 62-0167

□こがね薬局 64-1132
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○橋口歯科医院 73-0508

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○東医院 67-1861
○門松医院 64-6100
○橋口歯科医院 73-0508
◇出水総合医療センター 67-1611

□あすか薬局 63-7322
□あじさい薬局 67-2055
□中央薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○奥田蘇明会医院 82-3998
○つかさとクリニック 67-5560
○山田クリニック 72-0420
○中島歯科医院 82-0020
◇こどもクリニック永松 64-1500

□いまがま薬局 65-7550
□のぞみ薬局 73-2131

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●林胃腸科外科医院 73-3639

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○吉井医院 67-1111
○北国医院 72-0016
○あくね歯科医院 72-0556
◇出水総合医療センター 67-1611

□クレイン調剤薬局 63-4300
□上野薬局 72-1016

◎特定・胃がん検診
◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

◎ＢＣＧ
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●北国医院 72-0016

祝日には、国旗を掲げましょう！


